
北
海
道
電
力
泊
原
発
３
号
機
（
泊
村
）

が
５
日
夜
、
定
期
検
査
の
た
め
運
転
を

停
止
し
、
国
内
に
５
０
基
あ
る
、
す
べ

て
の
原
発
が
止
ま
り
ま
す
。
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ
る
国
民
の
原

発
に
対
す
る
不
安
、
政
府
や
電
力
会
社

な
ど
へ
の
不
信
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

「
再
稼
働
を
許
す
な
」「
原
発
ゼ
ロ
」
を

求
め
る
世
論
と
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
全
原

発
が
停
止
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で

す
。

▽

▽

▽

日
本
で
商
業
用
原
発
が
営
業
運
転
を

開
始
し
た
の
は
１
９
６
６
年
７
月
、
日

本
原
子
力
発
電
東
海
原
発
（
茨
城
県
東

海
村
、
現
在
解
体
作
業
中
）
が
最
初
で

す
。
国
内
の
全
原
発
が
止
ま
る
の
は
、

１
９
７
０
年
４
月
に
東
海
原
発
と
同
社

の
敦
賀
原
発
１
号
機
（
福
井
県
敦
賀
市
）

の
２
基
が
同
時
に
停
止
し
て
以
来
４
２

年
ぶ
り
で
す
。

福
島
第
１
原
発
事
故
の
前
は
、
５
４

基
（
廃
炉
に
な
っ
た
福
島
第
１
の
１
〜

４
号
機
を
含
む
）
の
う
ち
３
７
基
が
運

転
中
で
し
た
。
し
か
し
、
震
災
に
よ
る

事
故
や
、
定
期
検
査
（
通
常
１
３
カ
月

に
１
度
）
な
ど
の
た
め
に
次
つ
ぎ
停
止

し
た
ま
ま
、
再
稼
働
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

泊
原
発
３
号
機
は
昨
年
１
月
に
定
期

検
査
に
入
り
、
原
子
炉
を
い
っ
た
ん
停

止
。
震
災
前
の
同
３
月
上
旬
か
ら
、
営

業
運
転
の
再
開
を
判
断
す
る
「
調
整
運

転
」
を
５
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
続
け

た
末
に
営
業
運
転
再
開
を
強
行
し
、
批
判
を
浴

び
ま
し
た
。

一
方
、
政
府
は
、
財
界
の
「
原
発
＝
基
幹
電

源
」
と
い
う
圧
力
に
屈
し
、
電
力
会
社
の
報
告

を
う
の
み
に
し
た
「
電
力
不
足
」
を
口
実
に
、

関
西
電
力
大
飯
原
発
３
、
４
号
機
（
福
井
県
お

お
い
町
）
の
再
稼
働
を
急
い
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
福
島
第
１
原
発
の
事
故
原
因
の
究

明
が
終
わ
ら
ず
、
政
府
が
導
入
し
た
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
（
耐
性
試
験
）
は
欠
陥
が
明
ら
か
に
な

り
、
事
故
が
起
き
た
時
の
住
民
避
難
計
画
は
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
と
も
な
規
制
機
関
も
な

い
な
ど
、「
な
い
な
い
づ
く
し
」
の
な
か
で
、
原

発
か
ら
国
民
の
命
と
安
全
を
守
れ
る
保
証
は
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
２
年
５
月
５
日(

土)

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
１
日
、

日
米
首
脳
会
談
に
つ
い
て
次
の
談
話
を
発
表
し

ま
し
た
。

一
、
野
田
首
相
と
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
１
日

（
日
本
時
間
）
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
日
米
首
脳
会
談

を
お
こ
な
い
、「
未
来
に
向
け
た
共
通
の
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
題
す
る
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

日
米
首
脳
会
談
は
、
米
軍
と
自
衛
隊
の
「
動

的
防
衛
協
力
」
に
踏
み
出
す
な
ど
、
日
本
国
憲

法
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
日
米
軍
事
同
盟
の
侵

略
的
変
質
、
日
本
の
経
済
主
権
を
投
げ
捨
て
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
の
推
進
、
国

民
の
生
命
と
安
全
を
脅
か
す
原
発
推
進
へ
の
日

米
協
力
を
う
ち
だ
す
な
ど
、
異
常
な
対
米
追
随

ぶ
り
を
際
立
た
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

一
、
共
同
声
明
は
、
日
米
は
「
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
と
世
界
の
平
和
、
繁
栄
、
安
全
保
障
を

推
進
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
能
力
を
駆
使
し
、
役

割
と
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
誓
う
」
と
の
べ
、

日
米
軍
事
同
盟
を
地
球
規
模
に
拡
大
す
る
こ
と

を
、
あ
か
ら
さ
ま
に
公
言
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
重
大
な
の
は
、
共
同
声
明
が
、
自

衛
隊
と
米
軍
の
「
２
国
間
の
動
的
防
衛
協
力
」

の
強
化
や
グ
ア
ム
お
よ
び
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
で

「
共
同
使
用
」
す
る
訓
練
場
の
建
設
な
ど
を
明
記

し
た
米
軍
再
編
見
直
し
計
画
に
つ
い
て
、「
地
域

の
多
様
な
緊
急
事
態
に
日
米
同
盟
が
対
応
す
る

能
力
を
さ
ら
に
高
め
る
」
と
の
べ
、「
防
衛
協
力

の
更
な
る
強
化
を
目
指
す
」
と
強
調
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

日
米
の
「
動
的
防
衛
協
力
」
と
は
、
米
軍
と

自
衛
隊
が
、
海
外
で
共
同
し
た
軍
事
活
動
を
お

こ
な
い
、「
肩
を
並
べ
て
武
力
行
使
す
る
」
―
―

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
」
に
む
け
た
重
大
な
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

日
米
軍
事
同
盟
の
き
わ
め
て
危
険
な
侵
略
的
変

質
を
は
か
る
も
の
で
あ
り
、
海
外
で
の
武
力
行

使
を
禁
じ
た
日
本
国
憲
法
に
ま
っ
こ
う
か
ら
逆

ら
う
も
の
で
あ
る
。

一
、
日
米
首
脳
会
談
は
、
日
本
の
経
済
主
権

を
投
げ
捨
て
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
突
き
進
む

も
の
と
な
っ
た
。
首
脳
会
談
で
は
、
オ
バ
マ
大

統
領
が
、
保
険
、
牛
肉
、
自
動
車
の
３
分
野
で

の
規
制
緩
和
と
「
市
場
開
放
」
へ
の
日
本
政
府

の
取
り
組
み
を
、
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
前
提

条
件
と
し
て
迫
り
、
共
同
声
明
は
「
２
国
間
協

議
を
引
き
続
き
前
進
さ
せ
る
」
と
し
た
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
の
「
入
り
口
」
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
型
ル
ー

ル
」
の
押
し
付
け
を
迫
る
米
国
と
、
そ
れ
に
屈

服
す
る
日
本
政
府
の
姿
勢
が
鮮
明
と
な
っ
た
。

一
、
共
同
声
明
は
、「
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

平
和
的
、
安
全
・
安
心
な
利
用
」
で
の
協
力
を

打
ち
出
し
た
。
民
主
党
政
権
が
、
ア
メ
リ
カ
の

「
お
墨
付
き
」
で
、
国
民
が
強
く
反
対
す
る
原
発

の
再
稼
働
や
、「
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」
の

推
進
を
は
か
る
と
い
う
立
場
を
鮮
明
に
し
た
こ

と
は
重
大
で
あ
り
、「
ア
メ
リ
カ
頼
み
」
で
、
原

発
の
維
持
・
推
進
を
は
か
ろ
う
と
い
う
政
府
の

姿
勢
は
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

一
、
こ
う
し
た
異
常
な
ア
メ
リ
カ
追
随
外
交
、

「
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
政
治
」
は
、
根
本
か
ら
た

だ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
、「
原
発
ゼ
ロ
」
の
日
本
、
基
地

強
化
反
対
、
普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
、
憲

法
改
悪
反
対
な
ど
、
一
致
す
る
要
求
に
も
と
づ

く
共
同
の
た
た
か
い
を
前
進
さ
せ
な
が
ら
、「
ア

メ
リ
カ
い
い
な
り
政
治
」
の
根

源
に
あ
る
日
米
安
保
条
約
廃
棄

を
求
め
る
国
民
的
世
論
を
ひ
ろ

げ
る
た
め
に
奮
闘
す
る
。

２
０
１
２
年
５
月
２
日(

水)
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東
日
本
地
震
・
１
２
号
台
風

へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
引
き
続
き
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

高
ま
る
世
論
反
映

全 原 発 き ょ う 停 止

「
動
的
防
衛
協
力
」
の
名
で

の
軍
事
同
盟
の
危
険
な
変
質

を
許
さ
な
い

日
米
首
脳
会
談

志
位
和
夫
委
員
長
の
談
話



企
業
誘
致

先
の
議
会
で
企
業
誘
致
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
町

内
の
製
造
業
者
数
は
、
平
成

十
七
年
一
一
〇
事
業
所
が
平

成
二
十
二
年
八
四
事
業
所
に

減
っ
た
そ
う
で
す
。

町
の
企
業
誘
致
活
動
で
昨

年
以
降
、
本
町
内
に
進
出
を

決
め
た
製
造
業
者
は
二
件
だ

そ
う
で
す
。
富
本
の
池
木
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
満
田
の
松
元

加
工
は
四
月
あ
る
い
は
五
月

か
ら
本
格
操
業
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
、
ぬ
く
も
り

田
原
本
や
イ
オ
ン
サ
イ
ク
ル

な
ど
新
し
い
事
業
所
が
進
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
先
日
も
、

炭
火
焼
肉
た
む
ら
が
開
店
し

ま
し
た
。
開
店
数
日
前
に
担

当
部
長
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

残
念
な
が
ら
ご
存
知
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

町
の
産
業
振
興
か
ら
す
る

と
製
造
業
以
外
の
企
業
に
も

着
目
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

個
人
的
に
は
企
業
の
動
向
に

つ
い
て
新
聞
折
込
の
求
人
広

告
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
六

日
の
広
告
に
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
し
き
の
郷
」

（
西
竹
田
）
が
七
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
、
ピ
ザ
と
パ

ス
タ
の
店
「
ビ
バ
ー
チ
ェ
」

（
味
間
）
が
七
月
二
日
に
オ
ー

プ
ン
す
る
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。

色
々
な
店
が
出
来
て
町
外

か
ら
の
集
客
力
が
上
が
る
と

活
気
が
出
て
き
ま
す
。

田
原
本
町
議
会
議
員

吉
田

容
工

ま
す
ま
す
輝
く

日
本
国
憲
法
！

五
日
の
夜
、
見
事
に
輝
く

満
月
は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た

か
。
こ
の
日
の
月
は
、
楕
円

を
描
く
そ
の
軌
道
上
、
地
球

に
一
番
近
づ
く
近
地
点(

地

球
か
ら
約
三
五
万
六
四
〇
〇

㌔)

に
お
よ
そ
五
〇
〇
㌔
ま

で
接
近
し
て
い
た
よ
う
で
、

近
地
点
の
月
の
事
を
『
ス
ー

パ
ー
ム
ー
ン
』
と
呼
ぶ
そ
う

で
す
。
で
、
こ
の
『
ス
ー
パ
ー

ム
ー
ン
』
は
、
一
番
遠
い
時

よ
り
十
四
％
大
き
く
、
三
〇

％
明
る
い
そ
う
で
す
よ
。

さ
て
、
毎
年
巡
っ
て
来
る

五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
で

す
が
、
日
本
国
憲
法
に
つ
い

て
想
い
を
巡
ら
せ
る
よ
う
な

事
は
皆
さ
ん
有
り
ま
す
か
。

ま
ぁ
、
憲
法
は
我
々
日
本
国

民
に
は
空
気
み
た
い
に
存
在

し
て
い
ま
し
て
物
凄
く
大
切

で
す
が
、
そ
れ
が
ご
く
自
然

に
在
り
ま
す
の
で
、
特
段
気

に
留
め
る
事
な
ん
て
有
り
ま

せ
ん
よ
ね
。

所
が
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
や

改
憲
勢
力
は
改
憲
世
論
の
喚

起
に
必
死
で
す
が
、
こ
の
憲

法
、
国
際
的
に
は
類
ま
れ
な

存
在
と
し
て
、
実
は
大
き
な

注
目
を
浴
び
て
い
る
ん
で
す
。

誕
生
以
来
姿
を
変
え
て
い
な

い
現
役
最
高
齢
で
、
現
在
、

世
界
で
主
流
と
さ
れ
て
い
る

権
利
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
十
九

位
ま
で
全
て
満
た
し
て
い
て

抜
き
ん
で
て
い
る
、
最
高
齢

に
し
て
先
駆
性
を
世
界
に
燦

然
と
輝
か
せ
て
い
る
掛
け
替

え
の
な
い
存
在
そ
の
物
で
す
。

改
憲
ど
こ
ろ
か
、
暮
ら
し

に
活
か
し
守
り
発
展
さ
せ
よ

う
で
は
有
り
ま
せ
ん
か
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

原
発
停
止
と

資
本
の
追
求

北
海
道
泊
原
発
が
定
期

検
査
の
た
め
に
５
日
夜
停
止
。

日
本
の
原
発
５
０
基
す
べ
て

が
停
止
し
た
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

原
子
力
発
電
の
停
止
で
、

夏
場
の
節
電
が
要
請
さ
れ
る

こ
と
を
見
越
し
て
、
大
企
業

な
ど
は
５
月
の
連
休
に
連
休

返
上
で
稼
働
さ
せ
、
生
産
増

を
し
て
い
る
こ
と
が
新
聞
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
本
の

儲
け
本
位
の
姿
勢
が
表
れ
て

い
ま
す
。

関
電
な
ど
電
力
会
社
の
電

力
供
給
が
夏
場
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
の
か
新
聞
や
マ
ス
コ

ミ
な
ど
で
報
道
さ
れ
、
政
府

も
電
力
会
社
の
電
力
需
要
が

過
大
に
、
供
給
が
過
少
に
見

込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
再
評
価
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
原
子

力
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
に
つ
い
て
政
府
が
方

針
転
換
す
る
時
が
来
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日

で
し
た
。
憲
法
の
２
５
条
、

す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
を
有
す
る
。

（
生
存
権
、
国
の
社
会
的
使

命
）
こ
の
条
文
を
今
こ
そ
政

府
も
自
治
体
も
守
ら
せ
る
こ

と
を
要
求
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
ま
す
。

三
宅
町

池
田

年
夫

ふ
る
里
は
元
気
で
し

た
！この

連
休
中
、
数
年
間
帰
っ

て
な
か
っ
た
ふ
る
里
の
兵
庫

県
の
養
父
市
大
屋
町
に
帰
省

し
ま
し
た
。

八
鹿
駅
か
ら
車
で
更
に
三

十
分
奥
へ
。
「
夜
は
時
々
、

鹿
が
飛
び
出
し
て
来
る
の
で

車
の
運
転
は
怖
い
」
と
姪
の

言
葉
ど
う
り
、
自
然
豊
か
な

田
舎
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

田
舎
の
変
わ
り
様
に
は
驚
き

ま
し
た
。

私
の
通
っ
た
小
中
学
校
は

廃
校
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

校
舎
の
立
地
を
活
か
し
４
年

前
か
ら
「
但
馬
醸
造
株
式
会

社
」
が
出
来
て
い
ま
す
。
こ

の
会
社
の
立
ち
上
げ
に
は
、

私
の
同
級
生
も
大
奮
闘
し
た

と
聞
い
て
い
た
の
で
、
寄
っ

て
み
ま
し
た
が
仕
事
で
出
か

け
て
い
て
会
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
会
社
の
方
は

私
達
三
人
を
丁
寧
な
説
明
で

工
場
を
見
学
さ
せ
て
下
さ
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
酢
の
製

造
、
及
び
販
売
を
し
て
い
て
、

地
元
の
ゆ
ず
を
入
れ
て
る
ゆ

ず
ぽ
ん
酢
、
塩
ぽ
ん
酢
、
料

理
酢
、
純
米
酢
な
ど
種
類
も

豊
富
で
、
私
も
一
本
買
っ
て

み
ま
し
た
。

母
校
が
朽
ち
果
て
て
い
く

姿
で
は
な
く
、
こ
ん
な
風
に

生
ま
れ
変
わ
り
地
域
の
活
力

に
な
っ
て
い
る
姿
を
見
れ
た

の
は
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。
会
社
案
内
の
チ
ラ

シ
に
あ
っ
た
大
屋
町
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
「
星
と
語
る

森
と
清
流
の
ま
ち
」
。
ま
さ

に
、
そ
の
ま
ま
の
ふ
る
里
で

し
た
。
ま
だ
お
伝
え
し
た
い

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
回

に
続
き
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

田
原

本
町

議

会
議
員

森

良
子


